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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 5 10 5 10 0 0 2 1 2 3 0 3 1 0
2 * 0 0 6 11 1 1 1 2 7 9 2 2 0 0
15 * 0 0 2 5 1 1 3 7 4 11 3 4 0 0
16 * 4 10 1 3 0 0 1 1 2 3 0 1 0 0
28 * 0 3 2 9 5 7 1 1 1 2 4 2 0 0
11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14 0 0 0 1 3 0 2 0 0 2 2 0 0 1 0
18 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
29 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
53 0 0 2 0 1 0 0 2 1 1 2 0 0 0 0
60 0 0 0 2 3 0 0 2 2 1 3 0 1 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 4 10 1 2 0 0 2 0 2 2 5 1 1 0
15 * 0 1 4 5 1 1 1 0 2 2 1 4 0 0
27 * 0 0 3 6 1 3 0 2 2 4 3 1 0 0
35 * 0 0 5 9 1 2 2 1 3 4 1 0 0 0
95 * 1 3 2 6 0 0 3 1 1 2 0 1 0 0
5 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
8 0 0 1 0 0 2 2 0 0 1 1 0 0 0 0
13 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
14 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
25 0 0 0 1 2 0 2 2 0 1 1 0 0 0 0
29 0 0 0 1 1 0 0 1 0 3 3 3 1 0 0
41 0 0 0 1 2 0 0 3 0 1 1 0 0 0 0
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西岡 信次 0 2
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立野 俊史 2 10
村井 将人
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福永 雅刀 11 26
柴田 剛希 7 24
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上田 雅也 14 37
水鳥 匠悟 9 35
石塚 裕也 7
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立命館大学

主審 山田　豊弘 副審 橋本　恵一

勝ち点0コ ー ト

戦評
第１ピリオドは両チーム均衡していたが、第２ピリオドからは同志社大学の安定したディフェンス、アップテンポなオ
フェンスが機能し、立命館大学も粘りを見せたが同志社に軍配があがった。
第1ピリオド、同志社#2石川のミドルシュートから始まった。まず試合の流れを掴んだのは立命館。#35福永の粘りある
リバウンドにより得点を重ねていく。対する同志社は、ポイントガード#0田野の3Pシュートや大黒柱#2石川の得点で、
追いかける展開となった。試合を動かしたのは、関西の絶対的ポイントガード同志社#0田野の連続得点。そこから流
れを掴み逆転に成功する。立命館も第１ピリオド終了間際に#00上田が3Pシュートを沈め18‐21と同志社3点リードで
第１ピリオドを終える。
第2ピリオド、開始序盤から同志社が粘りあるリバウンドでアップテンポな流れから得点を重ねていく。それにたまらず
タイムアウトをとる立命館。流れを変えるため立命館が2‐1‐2ゾーンをひく。このゾーンが機能し24‐29と得点を縮め始
める。ここからしばらく点の取り合いという展開となる。均衡を崩したのは残り3分でタイムアウトをとった立命館。継続
していたゾーンディフェンスからリバウンドを重ね、立命館#15水鳥のドライブで一時は4点差に。だがここから同志社
が立て直し、安定したプレイを連続させ32-42と差を10点に広げて前半を終了した。
第3ピリオド、同志社の速攻から始まった。その後も安定したディフェンスからミスを誘発させ、アップテンポなオフェン
スで点差を18にまで広げたところで立命館がたまらずタイムアウト。だがタイムアウト後も流れは変わらず、同志社#15
谷口のオフェンスリバウンドや#16岩附の3Pシュートでさらに点差を広げる。立命館はゾーンディフェンスを継続させ
るも、オフェンスリバウンドを取られ続けシュートもなかなか決まらず苦しい展開に。第3ピリオド終盤に、立命館#5岸
本と#00上田が立て続けに3Pシュートを決めるも、同志社#29川武がレイアップを沈めて60-41で第3ピリオドを終了。
第4ピリオド、立命館は激しいゾーンディフェンスから#95柴田が3Pシュート、立命館#35福永がこぼれ球を決めて点
差を縮める。ここから同志社#16岩附が3Pシュートを決め同志社のアップテンポな展開に。そして流れを持ってくるよ
うな同志社#0田野の3Pシュートが決まり再び流れは同志社に。だが立命館も#29新城が速攻でレイアップ、#35福永
がミドルシュートを決め食らいついていく。その後もゾーンディフェンスから立命館#15水鳥のレイアップで点差は15
点まで縮んだが、そこからは同志社#0田野の連続得点があり、最終スコアは59-74で同志社がこのゲームを制した。
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